
経営者保証によらず、融資可能な中⼩企業を⾒極める仕組みとして
「ＴＫＣモニタリング情報サービス」が注目されています。

■地域金融機関トップとＴＫＣ地域会との対談
　●福岡銀行…………………………………………………………4

■オピニオン
　●日本経済の生産性向上につながる
　　無担保・無個人保証融資の拡大… ………………………………6
　　一橋大学教授・（独）経済産業研究所ファカルティフェロー
　　植杉威一郎氏

■お知らせ
　●ニッキン主催「ＦＩＴ２０１８」「ＦＩＴ大阪」にＴＫＣが出展… …………3
　●中小企業経営支援フォーラムの開催（ＴＫＣ近畿兵庫会）…… 14

■ＴＫＣモニタリング情報サービス活用事例
　●元信金マンの社長が考える情報開示の重要性……………… 16
　　株式会社ミクニ舎
　　税理士法人エルムパートナーズ（ＴＫＣ北海道会）

TKCモニタリング情報サービス通信

金融機関の皆さまへ

2018.9 Vol.8



とは

TKC会員事務所が関与先企業の法人税等の電子申告を行うと、
税務署に提出した決算書･申告書等が自動的に取引金融機関へ開示されます。

税務代理

情報開示依頼

電子申告
自動開示

TKC
会員事務所

中小企業

銀行

税務署

TKCデータセンター（TISC）

TKCモニタリング情報サービスを利用いただくことにより、
金融機関は税務署に提出された融資先の決算書・申告書を
最も速く収集できます。

TKCモニタリング情報サービスで
決算書・申告書が金融機関に提供される仕組み

TKCモニタリング情報サービスの構成
TKCモニタリング情報サービス

早期経営改善計画提供サービス

決算書等提供サービス

月次試算表提供サービス

最新業績オンライン開示サービス（開発中）

関与先からの依頼に基づいて、法人税の電子申告後に、融資審査・格付けのために金融機関へ決算書や
申告書等のデータを提供するサービスです。

関与先からの依頼に基づいて、TKCモニタリング情報サービスを通して金融機関へ早期経営改善計画
やローカルベンチマークのデータを提供するサービスです。

関与先からの依頼に基づいて、TKC会員による月次巡回監査の終了後に、金融機関へモニタリング用の
月次試算表等のデータを提供するサービスです。

関与先からの依頼に基づいて、金融機関へ最新業績をオンラインで開示するサービスです。

無償
クラウドサービスです

このサービスは
TKCが提供する

の無償
特許出願中
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Ｆ
Ｉ
Ｔ
展
は
、
金
融
総
合
専
門
紙
「
ニ
ッ
キ
ン
」
を
発
行
す
る
日
本
金
融
通
信
社
が
主
催
す
る
国
内
最
大
級

の「
金
融
機
関
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
」で
す
。
Ｔ
Ｋ
Ｃ
で
は
、
当
フ
ェ
ア
を
通
じ
て
金
融
機
関
の
皆
さ
ま
に

Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
活
用
法
を
ご
紹
介
す
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
登
壇
と
、
展

示
ブ
ー
ス
の
出
展（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
大
阪
の
み
）を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
展
示

ブ
ー
ス
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
セ
ミ
ナ
ー
受
講
申
込
方
法

　

W
Ｅ
Ｂ
ま
た
は
専
用
ハ
ガ
キ
で
、日
本
金
融
通
信
社
Ｆ
Ｉ
Ｔ
事
務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

FIT

　ニ
ッ
キ
ン

検
索（https://fit.nikkin.co.jp/fit/

）

　
セ
ミ
ナ
ー
受
講
の
お
申
し
込
み
は
定
員
に
達
し
た
時
点
で
受
付
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、受
講
を
ご
希
望
の

方
は
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
：
10
月
25
日
㈭
～
10
月
26
日
㈮

■
会　

場
：
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

■
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

　

①
登
壇
日
時
：
10
月
25
日
㈭　

13
：
20
～
14
：
20

　

②
講　
　

師
：
鈴
木
信
二
氏（
税
理
士
）

　

③
定　
　

員
：
１
８
０
名（
ス
ク
ー
ル
形
式
、Ｂ
７
会
場
）

　

④
セ
ミ
ナ
ー
受
講
申
込
受
付
開
始
日
：
９
月
25
日
㈫

　

※
当
会
場
で
は
Ｔ
Ｋ
Ｃ
に
よ
る
展
示
ブ
ー
ス
の
出
展
は
あ
り
ま
せ
ん

■
開
催
日
：
12
月
６
日
㈭
～
12
月
７
日
㈮

■
会　

場
：
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪

■
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

　

①
登
壇
日
時
：
12
月
７
日
㈮　

10
：
00
～
10
：
50

　

②
講　
　

師
：
角
谷
雅
子
氏（
税
理
士
）

　

③
定　
　

員
：
50
名（
ス
ク
ー
ル
形
式
、Ａ
会
場
）

　

④
セ
ミ
ナ
ー
受
講
申
込
受
付
開
始
日
：
10
月
31
日
㈬

■「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
」の
活
用
方
法
を
ご
紹
介
す
る

展
示
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
す
。

■
セ
ミ
ナ
ー・展
示
内
容

　
【
１
年
半
で
約
３
６
０
の
金
融
機
関
が
採
用
】Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
F
i
n
T
e
c
h
サ
ー
ビ
ス
活
用
法

　

提
供
開
始
後
わ
ず
か
１
年
半
で
約
３
６
０
の
金
融
機
関
が
採
用
し
た
「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報

サ
ー
ビ
ス
」
。
短
期
間
で
の
普
及
を
実
現
し
た
理
由
は
、
日
本
最
大
級
の
職
業
会
計
人
集
団
で
あ
る
Ｔ
Ｋ
Ｃ

全
国
会
・
地
域
会
を
「
外
部
専
門
家
」
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と
と
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
員
税
理
士
・
公
認
会
計
士

の
顧
問
先
企
業
が
タ

イ
ム
リ
ー
に
提
供
す

る
財
務
・
非
財
務
情

報
の
品
質
を
金
融
機

関
が
高
く
評
価
し
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

す
で
に
4
万
社
超
の

有
用
な
情
報
が
電
子

デ
ー
タ
で
金
融
機
関

に
開
示
さ
れ
、
利
用

企
業
は
増
え
続
け
て

い
ま
す
。
本
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
、
い
か
に
取

引
先
の
評
価
を
高
め

る
か
？
「
事
業
性
評

価
」
「
短
期
継
続
融

資
」「
経
営
者
保
証
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
積
極

的
に
取
り
組
む
金
融

機
関
の
事
例
を
中
心

に
、
活
用
方
法
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

ニ
ッ
キ
ン
主
催「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
２
０
１
８
」「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
大
阪
」で
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
Ｆ
ｉｎ
Ｔｅｃ
ｈ
サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
！
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経
営
者
保
証
免
除
の
ス
キ
ー
ム
に
関
心

　

福
岡
銀
行
（
大
庭
真
一
取
締
役
常

務
執
行
役
員
）
と
T
K
C
九
州
会

（
黒
岩
延
峰
会
長
）
と
の
対
談
は
、

坂
本
孝
司
全
国
会
会
長
も
同
席
し
て

行
わ
れ
た
。

　

福
岡
銀
行
は
、
昨
年
創
業
1
4
0

年
を
迎
え
た
全
国
有
数
の
歴
史
を
有

し
て
い
る
銀
行
。
取
引
先
企
業
の
事

業
内
容
や
成
長
可
能
性
を
適
切
に
評

価
す
る
「
目
利
き
力
の
さ
ら
な
る
向

上
」
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
担

保
・
保
証
に
過
度
に
依
存
し
な
い
融

資
」
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

当
日
の
対
談
で
は
、
福
岡
銀
行
か

ら
「
T
K
C
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ

ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
、「
電
子
申
告

で
提
出
さ
れ
た
決
算
書
・
申
告
書
等

が
そ
の
ま
ま
提
供
さ
れ
る
た
め
、
安

心
感
が
あ
る
」
と
評
価
の
声
が
聞
か

れ
た
。
T
K
C
九
州
会
か

ら
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
に

よ
る
「
T
K
C
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
を

活
用
し
た
経
営
者
保
証
免

除
の
ス
キ
ー
ム
を
紹
介
す

る
と
、金
融
機
関
側
も「
経

営
者
保
証
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
関
心

を
示
さ
れ
た
。

全
国
会
の
書
面
添
付
運
動
へ
の
理
解
が
深
ま
る

　

T
K
C
全
国
会
が
力
を
入
れ
て
い

る
決
算
書
の
信
頼
性
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
話
が
及
ぶ
と
、
福
岡
銀
行

の
出
席
者
全
員
が
書
面
添
付
制
度
の

存
在
を
認
識
し
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
T
K
C
の
「
標
準
決
算

書
サ
ン
プ
ル
」
を
用
い
て
添
付
書
面

の
記
載
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
た
と

こ
ろ
、「
完
全
性
宣
言
書
は
ど
う
い
っ

た
関
与
先
か
ら
取
得
す
る
の
か
？
」

「
記
帳
適
時
性
証
明
書
は
全
て
の
関

与
先
に
添
付
す
る
の
か
？
」
な
ど
の

前
向
き
な
質
問
が
多
く
あ
っ
た
。
特

に
T
K
C
全
国
会
の
書
面
添
付
の
考

え
方
や
活
用
の
仕
方
へ
の
理
解
が
深

め
ら
れ
た
。

対
談
翌
日
に
具
体
的
な
連
携
に
着
手

　

特
例
事
業
承
継
税
制
に
つ
い
て
は
、

福
岡
銀
行
の
役
職
員
向
け
研
修
や
融

資
先
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
際
に
T
K
C

会
員
の
講
師
派
遣
を
お
願
い
し
た
い

と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　

対
談
翌
日
に
さ
っ
そ
く
「
T
K
C

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
を

活
用
し
た
具
体
的
な
連
携
ス
キ
ー
ム

や
融
資
商
品
に
つ
い
て
両
者
で
検
討

が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
今
後
の
連
携

強
化
に
向
け
た
有
意
義
な
対
談
と
な

っ
た
。

（
九
州
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

高
須
亮
二
）

と
き
：
平
成
30
年
5
月
23
日
㈬
　
と
こ
ろ
：
T
K
C
九
州
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

福
岡
銀
行
・
大お

お

庭ば

真
一
取
締
役
常
務
執
行
役
員
と
の
対
談

福
岡
銀
行　
　
　

大
庭
真
一
取
締
役
常
務
執
行
役
員
、
小
林
智
執
行
役
員
（
融
資
担
当
役
員
）、

　
　
　
　
　
　
　

小
樋
井
嘉
宏
融
資
部
長
、
松
延
享
朋
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
部
長
、

　
　
　
　
　
　
　

藤
善
匡
産
業
金
融
部
副
部
長

Ｔ
Ｋ
Ｃ
九
州
会　
坂
本
孝
司
全
国
会
会
長
、黒
岩
延
峰
会
長
、原
口
卓
也
中
小
企
業
支
援
委
員
長
、

　
　
　
　
　
　
　

中
尾
智
亮
九
州
会
事
務
局
長
、
高
須
亮
二
セ
ン
タ
ー
長
、

　
　
　
　
　
　
　

内
薗
寛
仁
全
国
政
経
研
究
会
事
務
局
長

出席者 地
域
金
融
機
関
ト
ッ
プ
と
T
K
C
地
域
会
と
の
対
談

各
地
域
に
お
け
る
金
融
と
経
営
支
援
の
一
体
的
な
取
り
組
み
の
実
現
、「
T
K
C
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
の
活

用
促
進
に
向
け
た
協
議
等
を
目
的
と
し
た
金
融
機
関
と
の
「
ト
ッ
プ
対
談
」
が
、
T
K
C
地
域
会
で
一
斉
に
行
わ
れ
て

い
る
。
6
月
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
対
談
の
一
部
を
掲
載
す
る
。

金融機関との
連携

九
州
会

大庭福岡銀行取締役常務執
行役員（右）と坂本全国会会長

会報『TKC』2018年8月号より
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7月12日の日本経済新聞に掲載された全面広告
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金
融
政
策
か
ら
中
小
企
業
金
融
に
関
心
が
移
り

国
家
公
務
員
か
ら
研
究
者
へ
と
転
身

　

─
─
植
杉
先
生
は
東
京
大
学
を
卒
業
後
通
商

産
業
省
（
現
経
済
産
業
省
）
に
入
省
さ
れ
、
現

在
は
一
橋
大
学
教
授
と
経
済
産
業
研
究
所
フ
ァ

カ
ル
テ
ィ
フ
ェ
ロ
ー
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

始
め
に
、
国
家
公
務
員
か
ら
研
究
者
へ
と
転
身

さ
れ
た
き
っ
か
け
を
含
め
、
ご
経
歴
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

植
杉　

入
省
し
て
最
初
に
配
属
さ
れ
た
の
が

産
業
政
策
局
調
査
課
と
い
う
部
署
で
、
経
済
分

析
と
景
気
対
策
の
取
り
ま
と
め
に
携
わ
り
ま
し

た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
で
政
府
を
挙
げ
て
何
度
も

景
気
対
策
を
講
じ
て
い
た
時
期
で
し
た
の
で
皆

の
熱
気
が
も
の
す
ご
く
、
下
っ
端
の
私
は
右
往

左
往
の
日
々
で
し
た
。

　

そ
の
次
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
石
炭
部
計

画
課
に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
ち
ょ
う

ど
三
井
三
池
炭
鉱
が
閉
山
さ
れ
る
な
ど
、
国
内

炭
鉱
に
関
連
す
る
様
々
な
政
策
が
最
終
段
階
を

迎
え
て
い
ま
し
た
。
研
究
や
調
査
と
は
異
な
り
、

実
際
の
経
済
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
現
場
に
近

い
と
こ
ろ
で
仕
事
が
で
き
た
の
は
非
常
に
あ
り

が
た
い
経
験
で
し
た
。

　

た
だ
そ
の
一
方
で
、
周
り
が
み
な
頭
の
回
転

が
早
く
、
私
は
い
つ
も
議
論
で
言
い
負
か
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
ら
の
支
え
と
な
る

知
識
を
身
に
付
け
た
い
と
考
え
て
、
入
省
5
年

目
で
留
学
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
際
に
、
米
国

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
の
経

済
学
博
士
課
程
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
当

時
、
政
府
か
ら
派
遣
留
学
す
る
国
家
公
務
員
の

大
多
数
は
、
行
政
学
や
国
際
関
係
、
経
営
管
理
、

法
律
、
経
済
な
ど
の
分
野
を
専
攻
し
、
派
遣
期

間
の
2
年
以
内
で
修
了
す
る
修
士
課
程
に
入
学

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
私
は
「
人
と
同
じ
で

は
つ
ま
ら
な
い
」
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
他

の
公
務
員
の
方
々
と
は
異
な
る
留
学
先
を
選
び

ま
し
た
。

　

通
常
で
す
と
博
士
号
を
取
得
す
る
に
は
5
年

以
上
か
か
り
、
2
年
と
い
う
通
常
の
派
遣
期
間

国
家
公
務
員
か
ら
研
究
者
へ
と
転
じ
、デ
ー
タ
に
基
づ
く
実
証
的
な
手
法
に
よ
り
中
小
企
業
金
融
の
研
究
を
続
け
て
き
た
植
杉
威
一
郎
教
授
。貸
し
手
の

金
融
機
関
と
借
り
手
の
中
小
企
業
の
双
方
が
納
得
で
き
る
中
小
企
業
金
融
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
中
で「
無
担
保・無
個
人
保
証
融
資
が
拡
大
す
る
こ

と
で
、日
本
経
済
全
体
の
生
産
性
向
上
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
」と
語
る
。

　
◉
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー  

本
誌
編
集
長  

石
岡
正
行

オピニオン
No.186

一
橋
大
学
教
授
・
独
立
行
政
法
人
経
済
産
業
研
究
所
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
フ
ェ
ロ
ー
　
植
杉
威
一
郎
氏
に
聞
く
■
と
　
き
：
平
成
30
年
6
月
26
日
㈫

■
と
こ
ろ
：
経
済
産
業
研
究
所

日
本
経
済
の
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る

無
担
保・無
個
人
保
証
融
資
の
拡
大

会報『TKC』2018年8月号より
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オピニオン

TKC 2018・8

で
は
足
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
当
時
の
通
産
省

に
は
派
遣
期
間
を
延
長
す
る
な
ど
し
て
最
終
的

に
博
士
号
取
得
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
先
輩
が
3
人

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
教
え

を
受
け
て
人
事
担
当
に
か
け
あ
っ
て
留
学
期
間

を
3
年
に
延
長
し
て
も
ら
い
、
博
士
論
文
を
書

き
、
帰
国
し
て
勤
務
を
再
開
す
る
数
日
前
に
論

文
審
査
な
ど
の
博
士
課
程
の
全
て
を
終
え
ま
し

た
。

　

時
間
切
れ
で
学
べ
な
か
っ
た
こ
と
も
多
い
の

で
す
が
、
今
振
り
返
る
と
こ
れ
が
一
番
の
大
き

な
転
機
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

─
─
大
学
院
で
は
ど
の
よ
う
な
研
究
を
さ
れ

て
い
た
の
で
す
か
。

　

植
杉　

中
央
銀
行
に
よ
る
金
融
政
策
の
効
果

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
各
国
の
中
央

銀
行
は
、
短
期
金
融
市
場
の
金
利
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
伝
統
的
な
金
融
政
策
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
仕
組
み
は
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

点
を
、
金
融
市
場
や
中
央
銀
行
が
設
定
す
る
金

融
政
策
の
制
度
的
な
枠
組
み
に
注
目
し
て
、
実

証
的
に
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

2
0
0
0
年
に
帰
国
し
、
入
省
時
に
配
属
さ

れ
た
産
業
政
策
局
調
査
課
に
再
度
勤
務
し
た
後
、

2
0
0
2
年
に
経
済
産
業
研
究
所
に
研
究
員
と

し
て
出
向
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
金
融
政
策

に
関
す
る
研
究
は
周
囲
に
聞
き
手
も
少
な
い
し

何
と
か
な
ら
な
い
か
、
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

中
小
企
業
庁
が
精
力
的
に
企
業
の
資
金
調
達
に

関
連
す
る
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
、
政
策
立
案
や

調
査
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
教
わ
り

ま
し
た
。

　

例
え
ば
C
R
D（Credit Risk D

atabase

：

中
小
企
業
信
用
リ
ス
ク
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。

企
業
の
信
用
リ
ス
ク
を
算
出
し
て
金
融
機
関
に

よ
る
貸
出
や
信
用
保
証
協
会
の
保
証
料
率
決
定

に
利
用
さ
れ
る
）
が
作
ら
れ
た
の
は
こ
の
時
期

で
す
し
、『
中
小
企
業
白
書
』
作
成
の
た
め
に

中
小
企
業
金
融
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も

頻
繁
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
新
た
な
試
み
を
非
常
に
興
味
深
く

感
じ
て
、
他
の
研
究
者
に
も
声
を
か
け
て
定
期

的
に
研
究
会
を
開
き
、
中
小
企
業
金
融
の
研
究

を
始
め
ま
し
た
。
中
小
企
業
庁
に
戻
っ
て
『
中
小

企
業
白
書
』
を
執
筆
す
る
機
会
を
与
え
て
も
ら
い
、

続
い
て
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
に
出
向
し
て
よ

り
広
い
研
究
上
の
視
野
を
得
る
中
で
、
自
分
に

は
行
政
よ
り
も
研
究
の
方
が
貢
献
で
き
る
余
地

が
あ
る
と
感
じ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
2
0
1
1

年
に
経
済
産
業
省
を
退
職
し
、
一
橋
大
学
経
済

植杉威一郎◎うえすぎ・いいちろう
1969年生まれ。93年東京大学経済学部経済学科卒業、同
年通商産業省（当時）入省。97年カリフォルニア大学サンディ
エゴ校経済学博士課程入学、2000年同課程修了（Ph.D. in 
Economics）。経済産業研究所研究員、中小企業庁事業環
境部企画課調査室課長補佐等を経て、11年一橋大学経済
研究所准教授。15年同研究所教授。研究論文を多数執筆
する他、著書に『検証　中小企業金融　「根拠なき通説」の実
証分析』（共編著、日本経済新聞出版社、2008年）がある。
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研
究
所
に
就
職
し
た
と
い
う
の
が
経
緯
で
す
。

　

─
─
T
K
C
全
国
会
に
つ
い
て
は
ご
存
じ
で

し
た
か
。

　

植
杉　

は
い
。
中
小
企
業
庁
で
仕
事
を
し
て

い
た
時
に
、
税
理
士
・
公
認
会
計
士
の
皆
さ
ん

の
団
体
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

銀
行
が
ど
の
よ
う
に
融
資
の
意
思
決
定
を
す

る
の
か
調
べ
る
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
を
調
べ

た
の
で
す
が
、
そ
の
中
に
は
T
K
C
の
経
営
指

標
（
B
A
S
T
）
も
あ
り
、
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

中
小
企
業
金
融
の「
通
説
」を
鵜
呑
み
に
せ
ず

経
営
者
保
証
の
実
態
な
ど
を
実
証
的
に
調
査

　

─
─
研
究
の
軸
足
を
中
小
企
業
金
融
へ
と
移

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
特
に
ど
の
よ
う
な

点
に
興
味
を
持
た
れ
た
の
で
す
か
。

　

植
杉　

ま
ず
中
小
企
業
の
新
陳
代
謝
、
つ
ま

り
参
入
・
退
出
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

の
か
と
い
う
実
態
と
、
そ
う
し
た
企
業
の
入
れ

替
わ
り
が
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い

う
の
が
大
き
な
関
心
事
で
し
た
。

　

二
つ
目
が
、
中
小
企
業
金
融
に
お
い
て
担
保

と
経
営
者
の
個
人
保
証
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し

て
い
る
の
か
。
最
後
に
、
中
小
企
業
金
融
に
お

け
る
政
府
の
関
与
が
本
当
に
効
果
的
で
あ
る
の

か
ど
う
か
。
こ
の
3
点
が
、
特
に
研
究
テ
ー
マ

と
し
て
興
味
を
持
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

─
─
中
小
企
業
を
研
究
対
象
と
す
る
場
合
、

事
業
内
容
が
複
雑
で
実
態
が
つ
か
み
に
く
い
、

あ
る
い
は
統
計
デ
ー
タ
が
大
企
業
に
比
べ
少
な

い
と
い
っ
た
難
し
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
す
が
、
そ
の
点
は
い
か
が
で
す
か
。

　

植
杉　

確
か
に
中
小
企
業
の
経
済
活
動
は
非

常
に
多
様
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
実
態
が

全
く
分
か
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中

小
企
業
の
中
に
も
売
上
規
模
の
大
小
が
あ
り
ま

す
し
、
業
績
が
好
調
な
企
業
も
そ
う
で
な
い
企

業
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
す
べ
て
一
括
り
に
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
デ

ー
タ
を
集
め
た
上
で
、
そ
の
平
均
値
・
中
位
値

を
見
る
の
で
は
な
く
、
分
布
ご
と
に
検
証
す
る

よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
な
中
小

企
業
が
退
出
す
る
時
の
実
態
を
調
べ
る
と
し
て
、

金
融
機
関
に
よ
る
貸
し
渋
り
の
結
果
資
金
繰
り

が
厳
し
く
な
り
倒
産
し
た
と
い
う
中
小
企
業
が

あ
る
一
方
で
、
追
い
貸
し
を
し
て
い
る
金
融
機

関
も
あ
り
ま
し
た
。
規
模
や
業
種
ご
と
に
分
類

し
て
集
計
す
る
だ
け
で
は
な
く
分
布
も
調
べ
る

こ
と
で
、
全
体
で
起
き
て
い
る
こ
と
が
よ
り
分

か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

─
─
渡
辺
努
一
橋
大
学
教
授
（
当
時
）
と
の
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オピニオン

共
編
著
で
あ
る
『
検
証　
中
小
企
業
金
融　
「
根

拠
な
き
通
説
」
の
実
証
分
析
』（
日
本
経
済
新
聞

出
版
社
、
2
0
0
8
年
）
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
に
つ
い
て
膨
大
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
検

証
さ
れ
て
い
ま
す
。
概
要
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

け
ま
す
か
。

　

植
杉　

中
小
企
業
金
融
に
お
い
て
、
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
の
有
効
性
、
担

保
・
保
証
人
の
役
割
、
政
府
の
貸
出
市
場
へ
の

介
入
と
い
っ
た
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

実
務
家
や
政
策
担
当
者
が
議
論
す
る
際
の
材
料

を
提
供
す
る
た
め
に
、
デ
ー
タ
と
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
方
法
論
に
よ
っ
て
使
え
る
研
究
成
果
を
示

す
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

中
小
企
業
に
つ
い
て
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ

れ
大
多
数
の
人
々
が
、「
資
金
繰
り
に
困
っ
て

お
り
、
助
け
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
」
と
主

張
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
ど
の

く
ら
い
多
く
の
中
小
企
業
が
、
ど
の
よ
う
に
困

っ
て
い
る
か
が
な
か
な
か
分
か
ら
な
い
。

　

ま
た
「
個
人
保
証
や
不
動
産
担
保
に
過
度
に

依
存
し
た
融
資
は
良
く
な
い
」「
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
が
重
要
」
と
の
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
点
で
個

人
保
証
や
不
動
産
担
保
に
依
存
し
た
融
資
に
問

題
が
あ
る
の
か
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン

キ
ン
グ
に
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
と

い
う
点
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

中
小
企
業
金
融
に
対
す
る
政
府
の
関
与
に
つ

い
て
も
、
個
別
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
踏
ま
え
て
「
機

能
し
て
い
な
い
」
と
す
る
指
摘
と
、
非
常
に
大

雑
把
な
マ
ク
ロ
の
指
標
を
持
っ
て
き
て
「
役
に

立
っ
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
は
あ
り
ま
し
た
が
、

個
別
企
業
デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析
は
非
常
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
何
と
な
く
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い

る
「
通
説
」
の
真
偽
を
、
個
別
企
業
・
金
融
機

関
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
検
証
し
よ
う
と
い
う

の
が
『
検
証　
中
小
企
業
金
融
』
の
狙
い
で
し
た
。

特
約（
コ
ベ
ナ
ン
ツ
）付
き
融
資
の
調
査
で

分
か
っ
た
無
担
保
・
無
個
人
保
証
の
利
点

　

─
─
2
0
1
5
年
に
金
融
庁
の
森
信
親
長
官

が
就
任
し
、
金
融
機
関
に
「
事
業
性
評
価
」、

つ
ま
り
「
融
資
先
の
事
業
を
見
て
融
資
の
判
断

を
し
な
さ
い
」
と
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け

で
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
金
融
行
政
の
変
化

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

　

植
杉　

金
融
庁
は
、
森
長
官
に
な
る
前
か
ら
、

事
業
性
評
価
の
根
底
と
な
っ
て
い
る
考
え
方
が

重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
言
い
続
け
て
い
た

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
考
え
方

が
「
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
廃
止
」
と
い
っ

た
方
針
に
反
映
さ
れ
る
な
ど
の
点
が
、
最
近
変

わ
っ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

─
─
特
に
、「
担
保
や
個
人
保
証
に
過
度
に

依
存
し
な
い
融
資
」
と
い
う
方
針
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

　

植
杉　

金
融
庁
や
中
小
企
業
庁
な
ど
の
政
府

当
局
は
、
担
保
や
個
人
保
証
の
負
の
側
面
、
つ

ま
り
円
滑
な
事
業
承
継
あ
る
い
は
事
業
に
失
敗

し
た
経
営
者
の
再
挑
戦
を
阻
害
す
る
と
い
う
点

を
重
く
見
て
、
こ
れ
ら
に
過
度
に
依
存
し
な
い

貸
出
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
担
保
や
個
人
保
証
に
は
経
営
者
の

規
律
付
け
な
ど
一
定
の
機
能
が
あ
り
、
金
融
機

関
に
と
っ
て
は
こ
れ
ら
が
あ
っ
て
初
め
て
安
心

し
て
融
資
で
き
る
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

『
検
証　
中
小
企
業
金
融
』
で
も
こ
の
点
を
強
調

し
、「
担
保
・
保
証
が
本
来
果
た
し
て
い
る
機

能
を
無
視
し
て
、
一
律
に
こ
れ
ら
の
徴
求
を
や

め
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
主
張
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
研
究
を
進
め
る
中

で
、
私
は
、
経
営
者
の
規
律
付
け
と
い
う
利
点

を
維
持
し
つ
つ
無
個
人
保
証
貸
出
を
推
進
す
る

や
り
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
無
担
保
貸
出

に
は
従
来
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
新
た
な
利
点
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
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ま
し
た
。

　

─
─
研
究
の
過
程
で
考
え
方
が
変
わ
っ
て
き

た
と
。

　

植
杉　

は
い
、
そ
の
通
り
で
す
。
実
際
に
無

担
保
や
無
個
人
保
証
融
資
を
始
め
た
金
融
機
関

の
取
り
組
み
内
容
を
検
証
す
る
中
で
、
個
人
保

証
に
つ
い
て
は
、
金
利
や
融
資
契
約
を
定
め
る

際
の
特
約
（
コ
ベ
ナ
ン
ツ
）
の
設
定
を
工
夫
す

る
こ
と
で
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
（
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
等
の
存
在
に
よ
っ
て
経
営
者
等
が
自
己

規
律
を
失
う
こ
と
）
を
避
け
つ
つ
、
企
業
自
身

が
選
択
で
き
る
形
で
無
個
人
保
証
融
資
を
導
入

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
に
至
り
ま

し
た
。

　

中
小
企
業
向
け
の
貸
出
を
行
う
政
府
系
金
融

機
関
で
あ
る
日
本
政
策
金
融
公
庫
中
小
企
業
事

業
本
部
（
以
下
「
公
庫
」）
は
、
借
り
手
企
業

が
「
個
人
保
証
の
あ
る
融
資
」
と
「
個
人
保
証

の
な
い
融
資
」
を
選
べ
る
制
度
を
2
0
0
4
年

度
以
降
導
入
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ

け
が
契
約
内
容
の
違
い
で
あ
れ
ば
全
て
の
企
業

が
自
ら
に
有
利
な
個
人
保
証
の
な
い
融
資
を
選

択
し
て
し
ま
う
の
で
、
個
人
保
証
な
し
の
場
合

に
は
金
利
が
高
い
な
ど
他
の
条
件
が
厳
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
事
前
予
想
は
、
倒
産
し
て
保
証
人
が
債

務
履
行
を
迫
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
企
業
ほ
ど
、

他
の
条
件
が
厳
し
く
て
も
個
人
保
証
な
し
融
資

を
選
び
、
そ
の
可
能
性
が
低
い
企
業
ほ
ど
個
人

保
証
あ
り
融
資
を
選
ぶ
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
、
公
庫
が
実
際
に
行
っ
た
数
万
件
に

及
ぶ
貸
出
の
結
果
は
、
事
前
予
想
と
は
大
き
く

異
な
り
ま
し
た
。
無
個
人
保
証
融
資
を
選
ん
だ

企
業
は
、
有
個
人
保
証
融
資
を
選
ん
だ
企
業
よ

り
財
務
体
質
が
良
く
、
か
つ
、
事
後
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
改
善
幅
に
お
い
て
も
、
有
個
人
保
証

融
資
を
利
用
し
た
企
業
を
上
回
っ
て
い
た
の
で

す
（
次
頁
表
1
参
照
）。

　

予
想
外
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
原
因
は
、
公

庫
が
設
定
し
た
無
個
人
保
証
融
資
の
契
約
内
容

に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
公
庫
は
、
無
個
人
保
証

融
資
の
金
利
を
有
個
人
保
証
の
場
合
に
比
し
て

高
く
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
無
個
人
保
証
貸
出

に
、
債
務
超
過
も
し
く
は
2
期
連
続
赤
字
に
な
っ

た
ら
金
利
を
追
加
的
に
加
算
す
る
と
い
う
コ
ベ

ナ
ン
ツ
を
設
定
し
た
の
で
す（
次
頁
表
2
参
照
）。

　

金
利
加
算
と
い
っ
た
よ
り
厳
し
い
貸
出
条
件

が
適
用
さ
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
に
、
も
と
も

と
財
務
体
質
の
良
い
企
業
や
将
来
債
務
超
過
や

赤
字
に
陥
ら
な
い
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
企
業

だ
け
が
、
無
個
人
保
証
貸
出
を
利
用
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
、
当
初
の
予
想
と
は
全

く
違
う
結
果
が
出
た
原
因
で
す
。

　

こ
の
結
果
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
個
人
保
証

は
企
業
の
行
動
を
規
律
付
け
る
た
め
の
唯
一
の

手
段
で
は
な
く
、
コ
ベ
ナ
ン
ツ
も
設
定
の
仕
方

に
よ
っ
て
は
個
人
保
証
を
代
替
し
う
る
と
い
う

点
で
す
。
ま
た
、
一
律
に
す
べ
て
の
企
業
が
無

個
人
保
証
融
資
を
利
用
す
る
の
は
難
し
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
有
個
人
保
証
融
資
と
無
個
人
保

証
融
資
と
の
間
で
企
業
が
選
択
す
る
仕
組
み
に

す
る
こ
と
で
、
金
融
機
関
と
借
り
手
企
業
の
両

方
が
納
得
し
て
借
入
手
法
を
決
め
ら
れ
る
と
い

う
点
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

無
担
保
貸
出
の
利
用
企
業
は

事
業
に
役
立
つ
資
産
を
購
入
す
る
傾
向
が
あ
る

　

─
─
無
担
保
の
融
資
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

す
か
。

　

植
杉　

無
担
保
融
資
に
つ
い
て
も
、
公
庫
が

大
規
模
に
導
入
し
た
制
度
の
結
果
を
調
べ
て
み

る
こ
と
に
よ
り
、
当
初
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
公
庫
は
、

無
個
人
保
証
融
資
と
同
様
に
、
借
り
手
企
業
が

有
担
保
と
無
担
保
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
る
契

約
を
、
2
0
0
8
年
度
以
降
大
規
模
に
提
供
し

ま
し
た
。
有
担
保
よ
り
も
無
担
保
融
資
の
場
合

に
は
支
払
金
利
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

制
度
導
入
後
の
動
向
を
調
べ
て
み
た
結
果
、

信
用
リ
ス
ク
が
高
い
企
業
は
高
い
金
利
を
払
っ

10
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て
で
も
無
担
保
貸
出
を
選

ぶ
一
方
で
、
リ
ス
ク
の
低

い
企
業
で
は
有
担
保
で
低

金
利
の
貸
出
を
選
ぶ
傾
向

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
担
保
提
供
が
必
要
な

く
な
っ
た
企
業
で
は
、
モ

ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
起
き
て

い
る
可
能
性
を
示
唆
し
て

お
り
、
無
担
保
貸
出
の
負

の
側
面
と
言
え
る
も
の
で

す
。

　

一
方
で
、
無
担
保
貸
出

を
得
た
企
業
の
投
資
内
容

を
調
べ
て
み
て
意
外
だ
っ

た
の
は
、
企
業
が
購
入
す

る
資
産
の
内
容
が
変
わ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
有
担

保
融
資
を
得
た
企
業
は
土

地
や
建
物
と
い
っ
た
資
産

を
購
入
す
る
傾
向
が
あ
る

一
方
で
、
無
担
保
融
資
を

得
た
企
業
は
土
地
や
建
物

で
は
な
く
機
械
設
備
を
優

先
し
て
購
入
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
無
担
保
貸
出

表１：日本政策金融公庫中小企業事業本部の融資を受けている借り手の特徴（個人保証有無別、年度ごと）

表 2：無保証人貸出の内容

（注１）「内部格付」は12に分かれており、数字が小さいほど格付が良いことを示す。
（注２）「両者の格付の平均的な差」の欄の＊印は、統計的に０ではない差が存在することを意味する。平均値の差がプラスになっているという

ことは、無個人保証融資を得ている企業の格付が有個人保証融資企業の格付よりも良いことを示す。
（注３）経営者保証ガイドライン適用開始前後における格付の変化も調べている。無個人保証融資でマイナスになっているのは、ガイドライン適

用開始後、これまでよりもさらに無個人保証融資を得ている企業の格付が良くなったことを示す。

保証人免除特例（2014年2月以降） 旧保証人免除特例
（2004年度〜2014年1月）

対象となる貸出制度 全ての直接貸付 2004年度は新企業育成貸付のみ
2005年度から全ての直接貸付

貸付時の加算利率 格付及び担保の有無に応じて
0.0%〜0.4% 一律0.3%

財務制限条項の内容（必須条項：
任意条項は別途設定可）

二期連続減価償却前経常赤字の禁止
債務超過の禁止

純資産額の維持
第三者への貸付、出資及び保証の禁止

モニタリング時期 決算期ごと 決算期ごと

財務制限条項違反時の措置 違反後、最終期限まで0.3%を加算 繰上償還指示

財務制限条項違反時の猶予（やむ
を得ない場合に限る） 任意条項のみ可 必須条項、任期条項とも可

経済産業研究所HPより

１ （有個人保証融資） ２ （無個人保証融資） 両者の格付の平均的な差（（1）-（2））
内部格付 内部格付 内部格付

2005 3.41 2005 3.09 2005 0.32*
2006 3.55 2006 3.02 2006 0.54***
2007 3.40 2007 2.88 2007 0.52***
2008 3.25 2008 2.61 2008 0.64***
2009 3.49 2009 2.999 2009 0.49***
2010 3.19 2010 2.88 2010 0.31***
2011 3.19 2011 2.75 2011 0.45***
2012 3.30 2012 2.51 2012 0.79***
2013 3.46 2013 2.19 2013 1.26***
2014 3.93 2014 2.094 2014 1.83***

（ガイドライン前） 3.35 （ガイドライン前） 2.76
（ガイドライン後） 3.87 （ガイドライン後） 2.09

後-前 0.52*** 後-前 -0.67***
Ｔｏｔａｌ 3.39 Ｔｏｔａｌ 2.35
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の
導
入
が
企
業
の
投
資
す
る
資
産
種
類
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
ま
す
。
無
担
保

貸
出
が
利
用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
将
来
金
融

機
関
か
ら
資
金
を
調
達
す
る
際
に
も
担
保
を
提

供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
将

来
担
保
資
産
と
し
て
必
要
か
ど
う
か
を
考
慮
す

る
こ
と
な
く
、
企
業
の
生
産
活
動
に
と
っ
て
必

要
か
と
い
う
観
点
か
ら
現
在
投
資
す
る
資
産
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
無
担
保
融
資
が
企
業
の
投
資
行
動
を

通
じ
て
、
日
本
経
済
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る

役
割
を
果
た
す
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
浸
透
に
は
経
営
者
保
証
の

機
能
を
代
替
す
る
融
資
手
法
の
提
示
が
必
要

　

─
─
2
0
1
4
年
2
月
に
「
経
営
者
保
証
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
「
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」）
の
取
り
扱
い
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
約

4
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
経
営
者
保
証
に
依
存

し
な
い
融
資
の
促
進
は
、
円
滑
な
事
業
承
継
を

推
進
す
る
と
い
う
意
味
で
も
重
要
だ
と
思
い
ま

す
が
、
植
杉
先
生
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
。

　

植
杉　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
書
か
れ
て
い
る
こ

と
は
正
論
で
す
が
、
経
営
者
保
証
を
用
い
な
い

融
資
は
な
か
な
か
増
え
て
い
な
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。
金
融
機
関
は
、
経
営
者
保
証
に
は
保
全

と
し
て
の
役
割
を
期
待
し
て
い
な
い
一
方
で
、

経
営
者
に
対
す
る
規
律
付
け
の
機
能
は
あ
る
と

考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
な

か
な
か
活
用
さ
れ
て
い
な
い
現
状
は
、
経
営
者

保
証
を
一
律
に
外
す
こ
と
に
よ
っ
て
規
律
付
け

の
効
果
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
、
金
融
機
関
が
懸

念
し
て
い
る
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
懸
念
を
ど
の
よ
う
に
し
て
和

ら
げ
て
い
く
か
が
、
一
層
の
活
用
に
向
け
て
の

課
題
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、「
対
象
債
権
者
は
、
停

止
条
件
又
は
解
除
条
件
付
保
証
契
約
、
A
B
L
、

金
利
の
一
定
の
上
乗
せ
等
の
経
営
者
保
証
の
機

能
を
代
替
す
る
融
資
手
法
の
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実

を
図
る
こ
と
と
す
る
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
企
業
経
営
へ
の
規
律
付
け
に
な

る
よ
う
な
代
替
的
な
措
置
を
講
じ
つ
つ
、
経
営

者
保
証
を
外
す
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い

ま
す
。
金
融
機
関
に
は
、
ど
の
よ
う
な
手
段
が

経
営
者
保
証
の
代
替
措
置
に
な
る
か
を
積
極
的

に
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
私
が

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
な
、
公
庫
に
よ
る
無

個
人
保
証
融
資
へ
の
取
り
組
み
な
ど
の
先
行
事

例
が
参
考
に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
検
討
に
際
し
て
特
に
重
要
な
点
は
、

経
営
者
保
証
を
外
す
こ
と
に
よ
る
規
律
付
け
の

低
下
は
本
当
に
生
じ
る
の
か
、
生
じ
る
と
す
る

と
規
律
付
け
の
低
下
に
伴
う
倒
産
確
率
の
上
昇

は
ど
の
程
度
か
を
、
金
融
機
関
が
定
量
的
に
把

握
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
所
有
と
経
営
が

分
離
さ
れ
て
い
る
企
業
ほ
ど
、
経
営
者
保
証
を

外
し
て
も
経
営
規
律
は
影
響
を
受
け
な
い
で
し

ょ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
分
離
程
度
で

あ
れ
ば
、
経
営
者
保
証
の
解
除
が
経
営
規
律
を

通
じ
て
企
業
の
倒
産
確
率
を
引
き
上
げ
る
か
と

い
う
点
は
、
実
際
に
無
個
人
保
証
の
貸
出
を
行

っ
て
み
て
初
め
て
分
か
る
こ
と
で
す
。
金
融
機

関
で
は
、
既
に
こ
う
し
た
定
量
的
な
検
証
を
進

め
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
す
の
で
、
今
後
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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会
計
の
正
確
性
は
経
営
者
保
証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
含
む
中
小
企
業
金
融
全
体
に
と
っ
て
重
要

　

─
─
こ
の
4
月
か
ら
埼
玉
り
そ
な
銀
行
が
、

「
税
理
士
法
33
条
の
2
に
規
定
さ
れ
る
添
付
書

面
」
や
「
中
小
会
計
要
領
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

等
の
提
出
を
条
件
と
し
て
、
経
営
者
保
証
を
免

除
す
る
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
金
融
機
関
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
す
か
。

　

植
杉　

金
融
機
関
に
よ
る
融
資
判
断
の
際
に
、

会
計
情
報
の
正
確
性
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
る
取
り
組
み
で
す
。

正
確
な
財
務
情
報
は
大
前
提
で
あ
る
は
ず
な
の

で
す
が
、
私
自
身
企
業
の
財
務
デ
ー
タ
を
用
い

て
中
小
企
業
金
融
の
研
究
を
行
う
に
際
し
て
、

そ
れ
が
当
た
り
前
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

本
当
に
正
し
い
会
計
情
報
な
の
か
確
か
め
る

た
め
に
金
融
機
関
に
手
間
と
コ
ス
ト
が
生
じ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
る
種
の
誓
約
書
や
第
三

者
に
よ
る
証
明
書
等
で
所
有
と
経
営
の
分
離
が

保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
そ
の
証

明
に
よ
り
、
金
融
機
関
も
安
心
し
て
融
資
で
き

ま
す
し
、
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
回
の
取
り
組
み
の
興
味
深
い
点
は
、
会
計

情
報
の
正
確
性
の
み
な
ら
ず
、
所
有
と
経
営
の

分
離
に
つ
い
て
も
、
書
面
添
付
に
よ
っ
て
証
明

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
経
営
者

と
会
社
と
の
金
銭
的
な
や
り
取
り
が
重
要
な
の

だ
と
い
う
こ
と
は
分
か
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で

も
ど
の
よ
う
な
情
報
が
会
計
上
所
有
と
経
営
の

分
離
に
と
っ
て
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
点
は
、
私
自
身
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
。

金
融
機
関
と
中
小
企
業
の
仲
介
役
と
し
て

税
理
士
が
貢
献
で
き
る
余
地
は
大
き
い

　

─
─
こ
れ
ま
で
、
中
小
企
業
金
融
に
お
け
る

信
用
供
与
は
担
保
・
保
証
が
中
心
で
し
た
が
、

今
後
、
決
算
書
に
よ
る
信
用
供
与
へ
と
変
わ
っ

て
い
く
、
今
ま
さ
に
そ
の
過
渡
期
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

植
杉　

事
業
と
は
直
接
的
に
関
係
の
な
い
資

産
の
価
値
に
頼
っ
て
融
資
す
る
の
か
、
そ
れ
と

も
事
業
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
重
視
し
て
融

資
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

確
か
に
、
こ
れ
ま
で
は
担
保
・
個
人
保
証
が

重
視
さ
れ
て
い
る
傾
向
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
事
業
活
動
の
結
果
生
じ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
に
基
づ
い
て
融
資
を
す
る
割
合
が
も
っ

と
高
ま
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
は
事

業
性
評
価
と
い
う
話
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
は

ず
で
す
。

　

─
─
今
後
、
担
保
・
個
人
保
証
に
依
存
し
な

い
融
資
が
広
が
っ
て
い
け
ば
、
金
融
機
関
は
将

来
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
分
か
る
経
営
計
画

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
経
営
計
画
が
正
確
な
財
務

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
信
頼
性
の
高
い
も
の
な
の

か
を
見
極
め
る
際
に
、
わ
れ
わ
れ
税
理
士
の
果

た
す
役
割
が
重
要
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
中
小
企
業
金
融
に
お
け
る
税
理
士
の
役

割
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

植
杉　

言
う
ま
で
も
な
く
、
中
小
企
業
の
財

務
諸
表
の
正
確
性
を
担
保
す
る
こ
と
は
非
常
に

重
要
な
こ
と
で
す
。
た
だ
多
く
の
金
融
機
関
か

ら
「
決
算
書
、
試
算
表
の
正
確
性
を
確
認
す
る

作
業
に
多
く
の
時
間
が
割
か
れ
て
し
ま
う
の
で
、

本
来
行
う
べ
き
融
資
先
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ッ
プ
の
構
築
ま
で
で
き
な
い
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
税
理
士
の
皆

さ
ま
の
貢
献
す
る
余
地
は
ま
だ
ま
だ
大
き
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
企
業
の
将
来
を
定
量
的
に
見
通
す
ツ
ー

ル
と
し
て
の
経
営
計
画
は
、
金
融
機
関
と
中
小
企

業
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
の
構
築
と
い
う
面

で
重
要
で
す
。
税
理
士
の
皆
さ
ま
が
両
者
の
仲

介
役
と
な
り
、
支
援
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
（
構
成
／
T
K
C
出
版　

村
井
剛
大
）
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金融機関との連携

T
K
C
近
畿
兵
庫
会
は
、

中
小
企
業
の
経
営
支
援
に

向
け
て
、
地
域
金
融
機

関
・
支
援
機
関
と
の
、
よ

り
強
固
な
連
携
、
支
援
体

制
構
築
の
た
め
「
T
K
C

中
小
企
業
経
営
支
援
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。

T
K
C
会
員
81
名
・
職
員

9
名
、
金
融
機
関
14
行
か

ら
49
名
、
支
援
機
関
か
ら

38
名
、
計
1
7
7
名
が
集

い
、
三
つ
の
講
演
、
グ
ル

ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

3
講
演
と
、
参
加
金
融
機
関
等
と
の

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る

　

は
じ
め
に
、
T
K
C
近
畿
兵
庫
会
の

小
林
雄
介
会
長
が
開
会
挨
拶
し
、
近
畿

兵
庫
会
中
小
企
業
支
援
委
員
会
の
津
田

弘
一
委
員
長
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
趣

旨
を
説
明
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
基
調
講
演
は
、
金

融
庁
監
督
局
地
域
金
融
機
関
等
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
室
長
（
現
地
域
金
融
生
産
性
向

上
支
援
室
長
）
の
日
下
智
晴
氏
に
よ
る

「
顧
客
本
位
の
金

融
仲
介
と
事
業
性

評
価
」。
金
融
行

政
方
針
、
地
方
創

生
に
お
け
る
地
域

金
融
機
関
の
関
わ
り
方
、
事
業
性
評
価

に
基
づ
く
融
資
の
プ
ロ
セ
ス
─
─
な
ど

を
解
説
し
、
税
理
士
と
金
融
機
関
と
が

連
携
し
て
中
小
企
業
に
寄
り
添
い
、
企

業
価
値
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

と
呼
び
か
け
た
。

　

次
に
、
三
菱
U
F
J
銀
行
T
K
C
事

業
室
の
渡
辺
誠
室
長
代
理
が
「
金
融
機

関
か
ら
見
た
書
面
添
付
の
価
値
」
と
題

す
る
特
別
講
演
を
行
っ
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
で
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
T
K
C
会

員
だ
け
で
な
く
、
覚
書
締
結
金
融
機
関

も
参
加
。
18

グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、

「
事
業
性
評

価
に
基
づ
く

融
資
を
進
め

て
い
く
た
め

に
相
互
協
力

で
き
る
こ

と
」
を
テ
ー

マ
に
、
活
発

な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。
参
加
会
員
か
ら
は
「
日

頃
か
ら
、
会
計
事
務
所
、
関
与
先
企
業
、

金
融
機
関
の
関
係
強
化
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
」「
月
次
巡
回

監
査
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
情
報
は
税
理

士
の
強
み
で
あ
り
、
積
極
的
に
情
報
の

発
信
源
と
し
て
活
動
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」「
事
業
性
評
価
の
た
め
に
も
、

書
面
添
付
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

　

二
つ
目
の
特
別
講
演
で
は
、
兵
庫
県

中
小
企
業
再
生
支

援
協
議
会
統
括
責

任
者
の
野
田
勝
也

氏
が
講
師
を
務
め

た
。「
中
小
企
業
の

経
営
改
善
、
再
生
支
援
、
事
業
承
継
支

援
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
経
営
改
善
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
活
動
実
績
、
今
後

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
■

金
融
機
関
と
の
連
携

T
K
C
近
畿
兵
庫
会
が
中
小
企
業
経
営
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

地
域
金
融
機
関・中
小
企
業
支
援
機
関
が
大
集
合

■
と
き
：
平
成
30
年
6
月
27
日
㈬
　
■
と
こ
ろ
：
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
神
戸

金融庁監督局の日下氏

覚書締結金融機関を交えじかに意見を交わす

中小企業再生支援協議会の野田氏

三菱ＵＦＪ銀行、日本政策金融公庫（尼崎支店・神戸東支店・神戸支店・
明石支店・姫路支店・豊岡支店）、但馬銀行、みなと銀行、神戸信用金庫、
姫路信用金庫、兵庫信用金庫、日新信用金庫、淡路信用金庫、西兵
庫信用金庫、中兵庫信用金庫、但陽信用金庫、兵庫県信用農業協同
組合連合会、中国銀行
金融庁監督局、甲南大学、兵庫県信用保証協会、独立行政法人中小
企業基盤整備機構近畿本部、大阪中小企業投資育成株式会社、神戸
市産業振興財団、ひょうご産業活性化センター、兵庫県庁、兵庫県
中小企業再生支援協議会、兵庫県商工会連合会　他

参加金融機関・支援機関（順不同・敬称略）

会報『TKC』2018年8月号より
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Ｔ
Ｋ
Ｃ
は
銀
⾏
Ａ
Ｐ
Ｉ
へ
の
対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。

T
K
C
会
員
の
関
与
先
企
業
が
利
用
す
る
T
K
C
会
計
シ
ス
テ
ム（
F
X
シ
リ
ー
ズ
）に
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
金
融
機
関
か
ら
取
引
デ
ー
タ
を
自
動
受
信
で
き
る
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。当
機

能
は
99
％
超
の
銀
行（
法
人
口
座
）に
対
応
し
て
お
り
、１
万
社
を
超
え
る
利
用
実
績
が
あ
り
ま
す
。

T
K
C
で
は
当
機
能
に
つ
い
て
マ
ネ
ー
ツ
リ
ー
社
と
協
働
で
銀
行
A
P
I
と
の
連
携
を
進
め
て
お
り
、す

で
に
複
数
の
金
融
機
関
と
の
連
携
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

◉
A
P
I
連
携
済
み
金
融
機
関

　
◎
常
陽
銀
行（
法
人
）	
◎
み
ず
ほ
銀
行（
個
人
）	

◎
三
井
住
友
銀
行（
個
人
）	

◎
横
浜
銀
行（
個
人
）

　
◎
七
十
七
銀
行（
個
人
）	
◎
足
利
銀
行（
個
人
）	

◎
北
海
道
銀
行（
個
人
）	

◎
京
葉
銀
行（
個
人
）

　
※
平
成
30
年
8
月
末
時
点

企
業
向
け
Ｆ
ｉｎ
Ｔｅｃ
ｈ
サ
ー
ビ
ス「
銀
行
信
販
デ
ー
タ
受
信
機
能
」

■
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
銀
行
Ａ
Ｐ
Ｉ
対
応
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
Ｃ　
シ
ス
テ
ム
開
発
研
究
所　
技
術
研
究・開
発
支
援
セ
ン
タ
ー　
海
来
達
矢

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
８-

６
４
８-

２
１
１
１　
　

E-M
ail

：api.fintech.banks@
tkc.co.jp

①取引明細
取得依頼

②取得

④取引明細受信

③提供

API

金融機関

■連携サービスを提供している決算書入力システム（五十音順）

『CASTER』　三井情報株式会社
http://www.mki.co.jp/biz/solution/financial/credit_business/caster/index.html

お問合せ先：金融・コンタクトセンター営業本部 金融第一営業部 地域営業室 川合様
TEL：03-6376-1114　E-Mail：regionalbank-sales-dg@mki.co.jp

『SCORE LINK』　 TIS株式会社
https://www.tis.jp/service_solution/yoshin/

お問合せ先：フィナンシャル事業企画部 SCORE LINK営業担当様
TEL：TEL：03-5337-4297　E-Mail：scorelink@ml.tis.co.jp

『決算書リーディングシステム』　株式会社情報企画
http://www.jyohokikaku.co.jp/system/system_kessanshoreading.html

お問合せ先：大阪営業部 真田様
TEL：06-6265-8530　E-Mail：sanada@jyohokikaku.co.jp

決
算
書
入
力
シ
ス
テ
ム
へ
の
連
携
サ
ー
ビ
ス
の
ご
紹
介

T
K
C
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
デ
ー
タ（
X
B
R
L
ま
た
は
C
S
V
形
式
）を
ご
利
⽤
の
決

算
書
⼊
力
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
む
こ
と
で
、決
算
書
デ
ー
タ

の
⼿
⼊
⼒
や
O
C
R
処
理
に
か
か
る
作
業
負
担
を
軽
減
で

き
ま
す
。
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『戦略経営者』2018年8月号より

　

住
み
慣
れ
た
わ
が
家
の
老
朽
度
合
い

を
、
い
や
が
応
で
も
周
囲
に
知
ら
し
め

て
し
ま
う
の
が
、「
外
壁
」
だ
。
外
壁

が
ひ
び
割
れ
た
り
、
表
面
の
塗
装
が
は

が
れ
落
ち
た
り
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

「
変
色
・
退
色
・
色
あ
せ
」
と
い
っ
た

劣
化
に
つ
い
て
も
、
持
ち
家
の
〝
肌
年

齢
〟
を
如
実
に
表
し
て
し
ま
う
。

質
の
高
い
塗
装
工
事
を
提
供

　

そ
う
し
た
人
の
目
に
ふ
れ
る
機
会
の

多
い
外
壁
を
一
気
に
若
返
ら
せ
る
工
事

を
得
意
に
し
て
い
る
の
が
、
北
海
道
滝

川
市
に
本
社
を
置
く
ミ
ク
ニ
舎
だ
。
札

幌
市
を
中
心
に
、
外
壁
や
屋
根
の
塗
装

を
中
心
と
し
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
仕

事
を
数
多
く
受
注
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
多
い
の
が
、
教
職
員
Ｏ
Ｂ
か
ら
の
引

き
合
い
だ
。　

　

先
代
社
長
（
渡
辺
恭
久
氏
）
の
娘
婿

で
、
13
年
前
に
社
長
に
就
任
し
た
稲
葉

了
大
氏
（
50
）
が
こ
う
語
る
。

　
「
依
頼
主
に
学
校
の
先
生
を
し
て
い
た

方
が
多
い
の
は
、
先
代
社
長
の
交
友
関

係
に
よ
る
も
の
で
す
。
か
つ
て
教
育
大

学
で
一
緒
に
学
ん
だ
仲
間
が
、
教
員
時

代
の
ツ
テ
を
た
ど
っ
て
営
業
活
動
を
進

め
て
く
れ
た
こ
と
か
ら
、
教
職
員
Ｏ
Ｂ

の
間
に
ミ
ク
ニ
舎
の
存
在
が
知
れ
渡
っ

て
い
っ
た
の
で
す
」

　

教
職
員
Ｏ
Ｂ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

警
察
や
市
の
職
員
に
も
ミ
ク
ニ
舎
の
評

判
が
飛
び
火
し
、
や
が
て
一
般
ユ
ー
ザ

ー
か
ら
の
依
頼
も
増
え
て
い
っ
た
の
は
、

そ
れ
だ
け
質
の
高
い
塗
装
工
事
を
提
供

し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
顧
客
か
ら
の

要
望
に
応
え
て
い
く
な
か
で
、
浴
室
や

キ
ッ
チ
ン
等
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
も
対
応

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
ど
ん
ぶ
り
勘
定
」
か
ら
脱
却

　

１
９
３
１
年
に
創
業
し
た
ミ
ク
ニ
舎

が
長
年
に
わ
た
り
経
営
の
柱
に
し
て
き

た
の
は
、
公
共
工
事
。
地
元
の
官
公
庁

舎
や
郵
便
局
な
ど
の
塗
装
工
事
を
多
数

請
け
負
っ
て
き
た
。

　
「
近
隣
の
市
町
村
に
は
、
ミ
ク
ニ
舎
か

ら
独
立
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
元
社

◎
株
式
会
社
ミ
ク
ニ
舎

特
別
レ
ポ
ー
ト　
『
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
』
活
用
事
例

金
融
機
関
に
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
る
情
報
開
示
の
重
要
性

員
の
経
営
者
が
何
人
も
い
ま
す
。
大
き

な
工
事
を
受
注
し
た
と
き
は
、
先
輩
た

ち
が
ど
ん
ど
ん
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く

れ
る
。
そ
れ
が
当
社
の
強
み
で
す
ね
」

　

だ
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
を
境
に
公
共
工

事
自
体
の
数
が
減
少
し
て
い
き
、
ミ
ク

ニ
舎
も
苦
し
い
経
営
を
迫
ら
れ
て
い
っ

た
。
そ
う
し
た
中
で
、
新
た
に
目
を
向

け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
個
人
住
宅

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
塗
装
・
リ
フ
ォ

ー
ム
の
分
野
だ
っ
た
の
だ
。

　
「
今
か
ら
５
年
ほ
ど
前
は
本
当
に
苦
し

い
状
況
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
盛
り
返
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
住

宅
関
係
の
営
業
が
う
ま
く
い
っ
た
こ
と

に
加
え
、
税
理
士
法
人
エ
ル
ム
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
さ
ん
の
指
導
の
も
と
に
、
き
ち

ん
と
し
た
業
績
管
理
体
制
を
築
け
た
こ

と
が
大
き
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

経
営
状
態
が
悪
化
す
る
中
で
、
取
引

先
の
金
融
機
関
か
ら
そ
れ
と
な
く
「
も

っ
と
厳
し
い
目
で
指
導
で
き
る
税
理
士

に
代
え
た
ほ
う
が
い
い
」
と
助
言
さ
れ

た
こ
と
が
、
税
理
士
法
人
エ
ル
ム
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
と
顧
問
契
約
を
結
ぶ
き
っ
か

け
だ
っ
た
。
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
財
務
会
計
シ
ス

左から、坂本和繁税理士、稲葉了大社長、髙林和正・監査担当
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Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
」

を
利
用
し
て
、
自
社
の
決
算
書
等
の
デ

ー
タ
を
取
引
先
の
金
融
機
関
（
北
洋
銀

行
、
北
門
信
金
）
に
提
供
す
る
こ
と
を

は
じ
め
て
い
る
。
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
員

の
会
計
事
務
所
が
関
与
先
企
業
の
法

人
税
等
の
電
子
申
告
を
行
う
と
、
税
務

署
に
提
出
し
た
決
算
書
・
申
告
書
の
デ

ー
タ
が
自
動
的
に
取
引
金
融
機
関
に

開
示
さ
れ
る
無
償
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
の
こ
と
。
同
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
推
進

に
積
極
的
な
坂
本
税
理
士
か
ら
の
提
案

に
応
じ
る
か
た
ち
で
、
稲
葉
社
長
は
利

用
に
踏
み
切
っ
た
。

　
「
今
年
５
月
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

情
報
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
決
算
書
や

申
告
書
等
の
デ
ー
タ
を
金
融
機
関
に
提

供
し
ま
し
た
。
以
前
は
決
算
書
を
コ
ピ

ー
し
て
金
融
機
関
に
持
参
し
て
い
ま
し

た
の
で
、今
回
は
非
常
に
ラ
ク
で
し
た
」

　

実
は
、
稲
葉
社
長
は
元
信
金
マ
ン
。

ミ
ク
ニ
舎
に
入
社
す
る
前
は
、
地
元
の

信
用
金
庫
で
働
い
て
い
た
。
そ
れ
だ
け

に
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー

ビ
ス
が
金
融
機
関
と
の
関
係
性
を
よ
り

深
め
て
い
く
た
め
の
貴
重
な
ツ
ー
ル
に

な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
十
分
に
理
解
し

て
い
る
。

　
「
電
子
申
告
し
た
デ
ー
タ
が
そ
の
ま
ま

金
融
機
関
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で

送
信
さ
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
数

字
の
信
頼
性
は
担
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
も
と
に
融
資
審
査
な
ど
が
で
き

る
の
は
、
金
融
機
関
に
と
っ
て
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
と
な
る
は
ず
で
す
」

　

Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ

ス
に
は
、
決
算
書
や
申
告
書
等
の
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
「
決
算
書
等
提
供
サ
ー

ビ
ス
」
の
ほ
か
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
員
に
よ
る

月
次
巡
回
監
査
の
終
了
後
に
、
金
融
機

関
へ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用
の
月
次
試
算
表

等
の
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
「
月
次
試
算

表
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
も
あ
る
。
こ
ち
ら

に
つ
い
て
も
稲
葉
社
長
は
ま
も
な
く
利

用
を
開
始
す
る
予
定
だ
。

　

う
れ
し
い
こ
と
に
、
５
月
に
決
算
書

の
デ
ー
タ
を
送
っ
た
後
、
取
引
先
の
金

融
機
関
か
ら
新
規
融
資
を
提
案
す
る

話
が
持
ち
込
ま
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、

決
算
書
に
記
さ
れ
た
会
社
の
好
調
な
業

績
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
財
務
情
報
の

開
示
に
積
極
的
な
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
、
稲
葉
社
長
は
見
て

い
る
。

　

将
来
的
に
は
、
中
古
物
件
の
売
買
事

業
に
も
参
入
し
た
い
と
い
う
思
い
を
抱

く
稲
葉
社
長
。
そ
の
と
き
に
潤
沢
な
資

金
を
融
資
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
金

融
機
関
と
の
信
頼
関
係
構
築
は
欠
か
せ

な
い
。　
　
　
　

テ
ム
で
自
計
化
を
し
、
月
次
決
算
を
実

施
す
る
と
い
う
や
り
方
は
、
こ
れ
ま
で

い
わ
ゆ
る
ネ
ン
イ
チ
（
年
１
回
の
決
算

時
期
の
み
指
導
）
の
会
計
事
務
所
し
か

知
ら
な
か
っ
た
稲
葉
社
長
に
と
っ
て
非

常
に
新
鮮
な
も
の
だ
っ
た
。

　
「
以
前
は
、〝
ど
ん
ぶ
り
勘
定
〟
も
い

い
と
こ
ろ
で
し
た
。
決
算
の
直
前
ま
で
、

そ
の
年
の
正
確
な
損
益
が
分
か
ら
な
い

状
態
だ
っ
た
の
で
す
。
唯
一
、
私
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
し
て
い
た
の
は
手

元
に
あ
る
現
金
の
量
だ
け
。
こ
れ
だ
け

は
金
庫
の
中
を
の
ぞ
け
ば
す
ぐ
に
分
か

り
ま
す
か
ら
（
笑
）」

　

と
こ
ろ
が
、
坂
本
和
繁
税
理
士
や
髙

林
和
正
・
監
査
担
当
の
指
導
の
も
と
月

次
決
算
体
制
を
築
く
と
、
会
社
の
経
営

状
態
が
数
字
で
タ
イ
ム
リ
ー
に
つ
か
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
経

営
改
善
の
た
め
の
有
効
な
手
を
次
々
に

講
じ
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に

業
績
は
回
復
。
い
ま
で
は
す
っ
か
り
黒

字
路
線
を
歩
ん
で
い
る
。

決
算
書
デ
ー
タ
を
ネ
ッ
ト
で
提
供

　

稲
葉
社
長
は
前
回
の
決
算
か
ら
、「
Ｔ

TKCモニタリング情報サービス

早期経営改善計画提供サービス

1決算書等提供サービス
関与先からの依頼に基づいて、法人税の電子申告後に、融資審査・格付けのために
⾦融機関へ決算書や申告書等のデータを提供するサービス。

関与先からの依頼に基づいて、TKCモニタリング情報サービスを通して⾦融機関へ早期経
営改善計画やローカルベンチマークのデータを提供するサービス。

2月次試算表提供サービス
関与先からの依頼に基づいて、TKC会員による⽉次巡回監査の終了後に、⾦融機関へ
モニタリング⽤の⽉次試算表等のデータを提供するサービス。

3最新業績オンライン開示サービス（開発中）
関与先からの依頼に基づいて、⾦融機関へ最新業績をオンラインで開⽰する
サービス。

株式会社ミクニ舎
創　業　1931年４月
所在地　北海道滝川市流通団地2丁目4番6号
社員数　16名
売上高　約４億円
ＵＲＬ　http://www.mikunisha.co.jp/

税理士法人エルムパートナーズ
所在地　北海道滝川市緑町1丁目3-31
ＵＲＬ　http://www.tkcnf.com/elm/

看板・サインの工事も手がける（建物は、ミクニ舎の本社）
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「ＴＫＣモニタリング情報サービス」
金融機関別 利用申込件数一覧

平成30年8月末現在

金融機関名 本店
所在地 サービス開始日

利用申込件数

金融機関名 本店
所在地 サービス開始日

利用申込件数

決算書等
提供
サービス

月次試算表
提供

サービス

決算書等
提供

サービス

月次試算表
提供

サービス

【都市銀行・政府系金融機関】 【信用金庫】(上位30庫）
1 三菱UFJ銀行 東 京 都 平成29年 2月 1,463 352 1 浜松信用金庫 静 岡 県 平成29年 1月 772 222
2 商工組合中央金庫 東 京 都 平成29年 7月 1,224 248 2 多摩信用金庫 東 京 都 平成29年 8月 496 96
3 三井住友銀行 東 京 都 平成29年10月 1,026 182 3 京都信用金庫 京 都 府 平成28年11月 416 87
4 りそな銀行 大 阪 府 平成29年10月 475 74 4 西武信用金庫 東 京 都 平成28年12月 392 79
5 埼玉りそな銀行 埼 玉 県 平成29年10月 449 131 5 京都中央信用金庫 京 都 府 平成29年 1月 381 53

【地方銀行・第二地方銀行】（上位50行） 6 静岡信用金庫 静 岡 県 平成29年 6月 371 135
1 静岡銀行 静 岡 県 平成29年 3月 1,601 451 7 磐田信用金庫 静 岡 県 平成28年10月 353 95
2 常陽銀行 茨 城 県 平成28年10月 901 196 8 島田信用金庫 静 岡 県 平成28年10月 353 181
3 足利銀行 栃 木 県 平成28年10月 894 135 9 岐阜信用金庫 岐 阜 県 平成28年10月 313 42
4 中国銀行 岡 山 県 平成28年12月 788 153 10 三島信用金庫 静 岡 県 平成29年 3月 297 61
5 栃木銀行 栃 木 県 平成28年10月 670 109 11 焼津信用金庫 静 岡 県 平成29年 5月 296 125
6 北洋銀行 北 海 道 平成29年 1月 613 67 12 巣鴨信用金庫 東 京 都 平成29年 5月 284 95
7 群馬銀行 群 馬 県 平成29年 1月 604 110 13 飯能信用金庫 埼 玉 県 平成29年 6月 267 52
8 広島銀行 広 島 県 平成28年11月 598 90 14 遠州信用金庫 静 岡 県 平成28年10月 266 110
9 千葉銀行 千 葉 県 平成29年 2月 598 162 15 おかやま信用金庫 岡 山 県 平成29年 9月 260 68
10 東邦銀行 福 島 県 平成29年 1月 549 47 16 朝日信用金庫 東 京 都 平成28年10月 247 50
11 北陸銀行 富 山 県 平成29年 4月 531 63 17 青梅信用金庫 東 京 都 平成28年12月 240 28
12 横浜銀行 神奈川県 平成28年12月 485 53 18 東京東信用金庫 東 京 都 平成29年 1月 239 53
13 伊予銀行 愛 媛 県 平成28年11月 471 51 19 静清信用金庫 静 岡 県 平成29年 3月 237 76
14 きらぼし銀行 東 京 都 平成29年 7月 447 69 20 城北信用金庫 東 京 都 平成30年 5月 216 83
15 十六銀行 岐 阜 県 平成28年12月 445 79 21 岡崎信用金庫 愛 知 県 平成28年10月 196 46
16 清水銀行 静 岡 県 平成29年 4月 429 175 22 川崎信用金庫 神奈川県 平成29年11月 182 15
17 滋賀銀行 滋 賀 県 平成29年 1月 426 71 23 横浜信用金庫 神奈川県 平成29年12月 180 19
18 百五銀行 三 重 県 平成28年10月 423 84 24 北海道信用金庫 北 海 道 平成29年 3月 175 10
19 北國銀行 石 川 県 平成28年11月 362 96 25 福島信用金庫 福 島 県 平成28年12月 172 27
20 西日本シティ銀行 福 岡 県 平成29年 5月 352 48 26 東濃信用金庫 岐 阜 県 平成28年10月 164 33
21 トマト銀行 岡 山 県 平成28年12月 351 75 27 大阪シティ信用金庫 大 阪 府 平成30年 5月 162 19
22 筑波銀行 茨 城 県 平成29年 3月 348 60 28 瀬戸信用金庫 愛 知 県 平成29年 2月 140 27
23 鹿児島銀行 鹿児島県 平成29年 7月 337 57 29 城南信用金庫 東 京 都 平成30年 2月 136 19
24 山形銀行 山 形 県 平成29年 8月 336 96 30 沼津信用金庫 静 岡 県 平成29年 2月 134 27
25 大垣共立銀行 岐 阜 県 平成28年10月 322 58 上記以外の信用金庫 計 7,179 1,718
26 京葉銀行 千 葉 県 平成29年 8月 315 78
27 福岡銀行 福 岡 県 平成29年 3月 314 43 【信用組合】(上位5組合）
28 中京銀行 愛 知 県 平成28年10月 297 102 1 茨城県信用組合 茨 城 県 平成29年12月 148 17
29 百十四銀行 香 川 県 平成28年12月 294 40 2 長野県信用組合 長 野 県 平成28年10月 132 90
30 池田泉州銀行 大 阪 府 平成29年 5月 290 44 3 君津信用組合 千 葉 県 平成28年12月 85 62
31 第三銀行 三 重 県 平成28年10月 277 65 4 益田信用組合 岐 阜 県 平成28年10月 85 6
32 北海道銀行 北 海 道 平成29年 4月 267 29 5 岐阜商工信用組合 岐 阜 県 平成30年 1月 53 14
33 もみじ銀行 広 島 県 平成28年11月 253 33 上記以外の信用組合 計 772 164
34 愛媛銀行 愛 媛 県 平成28年11月 252 20
35 大東銀行 福 島 県 平成29年 2月 249 28 【信用保証協会】(利用申込100件以上）
36 四国銀行 高 知 県 平成29年 7月 246 33 1 静岡県信用保証協会 静 岡 県 平成28年12月 349 211
37 山陰合同銀行 島 根 県 平成28年11月 241 51 2 愛知県信用保証協会 愛 知 県 平成29年 5月 175 46
38 山口銀行 山 口 県 平成28年11月 241 36 上記以外の信用保証協会 計 408 127
39 秋田銀行 秋 田 県 平成29年 5月 237 29
40 きらやか銀行 山 形 県 平成28年11月 226 53 ■ 金融機関区分別集計
41 八十二銀行 長 野 県 平成30年 5月 225 66

金融機関区分 全金融
機関数

モニタリング情報サービス利用金融機関
42 第四銀行 新 潟 県 平成29年 7月 221 59

金融機関数

利用申込件数
43 京都銀行 京 都 府 平成30年 7月 218 34 決算書等

提供
サービス

月次試算表
提供

サービス
44 福島銀行 福 島 県 平成29年 2月 216 22
45 沖縄銀行 沖 縄 県 平成28年11月 212 17
46 岩手銀行 岩 手 県 平成30年 4月 211 34 1 都銀・政府系 8 6 4,638 988
47 東和銀行 群 馬 県 平成28年10月 207 50 2 地銀・第二地銀 104 94 24,709 4,683
48 福井銀行 福 井 県 平成28年10月 206 41 3 信用金庫 261 210 15,516 3,751
49 仙台銀行 宮 城 県 平成28年12月 199 59 4 信用組合 134 38 1,275 353
50 阿波銀行 徳 島 県 平成29年 1月 185 22 5 信用保証協会 51 19 932 384

上記以外の地銀・第二地銀 計 4,729 940 6 その他 - 2 0 0
7 合計 558 369 47,070 10,159
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■ 都市銀行等
三菱UFJ銀行
りそな銀行
三井住友銀行
楽天銀行
商工組合中央金庫
日本政策金融公庫

■ 北海道
北海道銀行
北洋銀行
北海道信用金庫
空知信用金庫
苫小牧信用金庫
北門信用金庫
北空知信用金庫
渡島信用金庫
道南うみ街信用金庫
旭川信用金庫
稚内信用金庫
北星信用金庫
帯広信用金庫
釧路信用金庫
北見信用金庫
網走信用金庫
空知商工信用組合

■ 青森県
青森銀行
みちのく銀行
青い森信用金庫

■ 岩手県
岩手銀行
東北銀行
北日本銀行
盛岡信用金庫
一関信用金庫
花巻信用金庫
水沢信用金庫

■ 宮城県
仙台銀行
杜の都信用金庫
宮城第一信用金庫
石巻信用金庫
仙南信用金庫
気仙沼信用金庫
石巻商工信用組合

■ 秋田県
秋田銀行
北都銀行
秋田信用金庫
羽後信用金庫
秋田県信用組合
秋田県信用保証協会

■ 山形県
荘内銀行
山形銀行
きらやか銀行
山形信用金庫
米沢信用金庫
新庄信用金庫

■ 福島県
東邦銀行
福島銀行
大東銀行
会津信用金庫
郡山信用金庫
白河信用金庫
須賀川信用金庫
ひまわり信用金庫
あぶくま信用金庫
二本松信用金庫

福島信用金庫
いわき信用組合
相双五城信用組合
会津商工信用組合

■ 茨城県
常陽銀行
筑波銀行
水戸信用金庫
結城信用金庫
茨城県信用組合

■ 栃木県
足利銀行
栃木銀行
足利小山信用金庫
栃木信用金庫
鹿沼相互信用金庫
佐野信用金庫
大田原信用金庫
烏山信用金庫
真岡信用組合
那須信用組合
栃木県信用保証協会

■ 群馬県
群馬銀行
東和銀行
高崎信用金庫
桐生信用金庫
アイオー信用金庫
館林信用金庫
しののめ信用金庫
あかぎ信用組合
群馬県信用組合
ぐんまみらい信用組合

■ 埼玉県
埼玉りそな銀行
武蔵野銀行
川口信用金庫
青木信用金庫
飯能信用金庫

■ 千葉県
千葉銀行
千葉興業銀行
京葉銀行
千葉信用金庫
東京ベイ信用金庫
佐原信用金庫
房総信用組合
銚子商工信用組合
君津信用組合

■ 東京都
きらぼし銀行
朝日信用金庫
興産信用金庫
さわやか信用金庫
芝信用金庫
東京東信用金庫
東榮信用金庫
亀有信用金庫
小松川信用金庫
足立成和信用金庫
東京三協信用金庫
西武信用金庫
城南信用金庫
東京信用金庫
城北信用金庫
瀧野川信用金庫
巣鴨信用金庫
青梅信用金庫
多摩信用金庫
大東京信用組合
第一勧業信用組合

■ 神奈川県
横浜銀行
神奈川銀行
横浜信用金庫
かながわ信用金庫
湘南信用金庫
川崎信用金庫
平塚信用金庫
さがみ信用金庫
中栄信用金庫
中南信用金庫
横浜市信用保証協会

■ 新潟県
第四銀行
北越銀行
大光銀行
新潟信用金庫
長岡信用金庫
三条信用金庫
新発田信用金庫
柏崎信用金庫
上越信用金庫
協栄信用組合

■ 富山県
北陸銀行
富山銀行
富山第一銀行
富山信用金庫
高岡信用金庫
新湊信用金庫
にいかわ信用金庫
氷見伏木信用金庫
砺波信用金庫
石動信用金庫
富山県信用組合

■ 石川県
北國銀行
金沢信用金庫
のと共栄信用金庫
北陸信用金庫
鶴来信用金庫
興能信用金庫
石川県医師信用組合
石川県信用保証協会

■ 福井県
福井銀行
福邦銀行
福井信用金庫
敦賀信用金庫
小浜信用金庫
越前信用金庫

■ 山梨県
山梨中央銀行
甲府信用金庫
山梨信用金庫
山梨県民信用組合
都留信用組合
山梨県信用保証協会

■ 長野県
八十二銀行
長野信用金庫
松本信用金庫
上田信用金庫
諏訪信用金庫
飯田信用金庫
アルプス中央信用金庫
長野県信用組合

■ 岐阜県
大垣共立銀行
十六銀行

岐阜信用金庫
大垣西濃信用金庫
高山信用金庫
東濃信用金庫
関信用金庫
岐阜商工信用組合
飛騨信用組合
益田信用組合
岐阜県信用保証協会
岐阜市信用保証協会

■ 静岡県
静岡銀行
スルガ銀行
清水銀行
静岡中央銀行
静岡信用金庫
静清信用金庫
浜松信用金庫
沼津信用金庫
三島信用金庫
富士宮信用金庫
島田信用金庫
磐田信用金庫
焼津信用金庫
富士信用金庫
遠州信用金庫
静岡県医師信用組合
静岡県信用保証協会

■ 愛知県
中京銀行
豊橋信用金庫
岡崎信用金庫
いちい信用金庫
瀬戸信用金庫
半田信用金庫
知多信用金庫
豊川信用金庫
豊田信用金庫
碧海信用金庫
西尾信用金庫
蒲郡信用金庫
東春信用金庫
豊橋商工信用組合
愛知県中央信用組合
愛知県信用保証協会
名古屋市信用保証協会

■ 三重県
三重銀行
百五銀行
第三銀行
北伊勢上野信用金庫
三重信用金庫
桑名信用金庫
三重県信用保証協会

■ 滋賀県
滋賀銀行
滋賀中央信用金庫
長浜信用金庫
湖東信用金庫
滋賀県信用組合

■ 京都府
京都銀行
京都信用金庫
京都中央信用金庫
京都北都信用金庫
京都信用保証協会

■ 大阪府
近畿大阪銀行
池田泉州銀行
関西アーバン銀行
大正銀行

大阪シティ信用金庫
永和信用金庫

■ 兵庫県
但馬銀行
みなと銀行
神戸信用金庫
姫路信用金庫
兵庫信用金庫
但馬信用金庫
西兵庫信用金庫
中兵庫信用金庫
但陽信用金庫
淡陽信用組合
兵庫県信用農業協同組合連合会
兵庫県信用保証協会

■ 奈良県
奈良信用金庫
大和信用金庫
奈良中央信用金庫

■ 和歌山県
新宮信用金庫
きのくに信用金庫

■ 鳥取県
鳥取銀行
鳥取信用金庫
米子信用金庫
倉吉信用金庫

■ 島根県
山陰合同銀行
島根銀行
しまね信用金庫
日本海信用金庫
島根中央信用金庫

■ 岡山県
中国銀行
トマト銀行
おかやま信用金庫
水島信用金庫
津山信用金庫
玉島信用金庫
備北信用金庫
吉備信用金庫
日生信用金庫
備前信用金庫
笠岡信用組合

■ 広島県
広島銀行
もみじ銀行
広島信用金庫
呉信用金庫
しまなみ信用金庫
広島市信用組合
広島県信用組合
両備信用組合

■ 山口県
山口銀行
西京銀行
萩山口信用金庫
西中国信用金庫
東山口信用金庫
山口県信用保証協会

■ 徳島県
阿波銀行
徳島銀行
阿南信用金庫

■ 香川県
百十四銀行

香川銀行
高松信用金庫
香川県信用組合

■ 愛媛県
伊予銀行
愛媛銀行
愛媛信用金庫
宇和島信用金庫
愛媛県信用保証協会

■ 高知県
四国銀行
高知銀行
幡多信用金庫
高知県信用保証協会

■ 福岡県
福岡銀行
西日本シティ銀行
北九州銀行
福岡中央銀行
福岡ひびき信用金庫
大牟田柳川信用金庫
筑後信用金庫
大川信用金庫

■ 佐賀県
佐賀銀行
佐賀共栄銀行
唐津信用金庫
佐賀信用金庫
伊万里信用金庫
佐賀県信用保証協会

■ 長崎県
十八銀行
親和銀行
長崎銀行
たちばな信用金庫

■ 熊本県
肥後銀行
熊本銀行
熊本信用金庫
熊本第一信用金庫
熊本中央信用金庫
天草信用金庫
熊本県信用組合

■ 大分県
大分銀行
豊和銀行
大分信用金庫
大分みらい信用金庫
日田信用金庫
大分県信用組合
大分県信用保証協会

■ 宮崎県
宮崎銀行
宮崎太陽銀行
宮崎都城信用金庫
延岡信用金庫
高鍋信用金庫
南郷信用金庫

■ 鹿児島県
鹿児島銀行
南日本銀行
鹿児島信用金庫
鹿児島相互信用金庫

■ 沖縄県
琉球銀行
沖縄銀行
コザ信用金庫
沖縄県信用保証協会

「ＴＫＣモニタリング情報サービス」
全国の採用金融機関一覧（369機関）

平成30年8月末現在
都道府県別、金融機関コード順
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